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医学生はタバコをやめよ

並 木 正 義

医 者 を志 す もの は タバ コをの む べ きで な い。 の んで い

る な ら今 か らや めて ほ しい 。 こ こで タバ コの 害 につ いて

の くわ しいデ ー タ ー を示 すつ も りは な い が 、 と もか くタ

バ コは百 害 あ って 一 利 もな い こ とだ け は確 かで あ る。 多

少 の 利 を説 く人の 言 葉 な ど、 あ われ な 言 い わ けに す ぎ な

い 。 か らだ に悪 い こ とが こ れほ どは っ き りして い る もの

を、 医 者 が 自 らの ん で い る と い う感覚 が 私 には ど うして

も理 解で き ない。 それ で いて 患 者 には タバ コは悪 い とか

タバ コ をの む な と い う。 ま った く勝 手 な 話で あ り、 これ

で は 医者 と しての 説 得 力 が ない 。 私 は も ち ろん タバ コは

の まな い し、教 室 員も ま た一 人 もの ま な い。 医者 な ら当

然 の こ とで あ る。

タバ コの み は他 人の迷 惑 をか え りみ な い。 タバ コ をの

まな い もの に と って 、 タバ コの煙 が 、 い か に嫌 な もので

あ り、苦痛 で あ るか な ど ま った く意 に介 しない。 その 無

神経 さが 問 題 なの で あ る。 人の 気 持 を慮 る とい っ た感覚

が 、 長い喫 煙 の 悪 習 の うち に、 いつ しか失 わ れ て し まっ

て い る。 医者 に と って 最 も 大事 な こ と は、 患者 心 理 の理

解 、 人間 心理 の 理 解 で あ る。こ れ な く して 患 者 を的 確 に

治す こ とはで き ない 。 タ バ コの み の医 者 は 、 この 力が 不

足 して い る。 しか もその こ とに 気づ いて い な いの も特徴

的で あ る。 いず れ にせ よ無 神 経 な タバ コの み に 立派 な医

者 が いな い こ とだ け は事 実 で あ る。 医 学 生 に タバ コを や

め よ とい うの は 、 この よ うな医 者 に な って も らいた くな

い か らで あ る。

と ころで 、 タバ コの 害 を十分 承 知 し、 しか も その害 を

教 え なけ れ ば な らな い 立場 にあ る医 学 部教 官 の 会 議 が 、

も うも うと た ち こめ る タ バ コの煙 の な かで いっ も行 わ れ

て い る。 こ れが 私 に は不 思 議 で な らない 。

何 か と会 議 が 多い。 しか もだ らだ ら と長 く続 く。つ ま

ら な くて退 屈 だ か らタ バ コ をの むの か、 タバ コの みの ぼ

ん や り した頭 で 議 論 して い るか ら良 い 考 えも 浮 か ば ず 、

だ らだ らと 長 くな るの か 、いず れ に して もこれ らの こ と

が悪循 環 を と って 、 ま と ま りの な い会 議 が延 々 と続 くの

で あ る0会 議 中 は禁 煙 で あ るべ きだ と思 う。ただ し、1時

間毎10分flの 休 憩 を と り、 そ の 間 に タバ コをの み た い 人

は外 に出 て 、頭 を冷 や しな が ら 十`分の む よ うにす れ ば よ

い。 これ に耐 え られ ない 人は 、早 く会 を終 らせ た く て 、

っ ま らん こ と も言 わ な くな る し、 会議 は もっ と能 率 的 に

は かY'る で あろ う.、私 に と ・)てタ バ コの み と 一緒 の会 議

はた ま らな く苦痛 で あ る。 た だ 私 は 自己 催眠 に よ っ て 、

いっ どこで も眠 る術 を心 得 て い るの で 、会 議中 タバ コの
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煙 で苦 し くな る と眠 る こ と に して い る「 しか し、 あ ま り

にも煙 が ひ どす ぎる と 、 これ も うま くい か ない場 合 が あ

る。 そ うい うと きは 、 そ っ と抜 け出 す こと に して い る、,

また、 あ らか じめ ヘ ビ ー スモ ー カー の 集 る こ とが わか っ

て い る会 議 には 、 出 な い こ とに 決め て い る。 これは 今後

とも実 行 す るつ も りだ 。

外国 に お け る医 者の 集 会で は 、懇親 会の 席 で も この頃

は灰皿 も置 い て い な い。 医者 は タバ コ をの む べ きで な い

とい うこ とが 、 も はや 常 識 に な って い るか らで あ る0患

者 の 前 で も平 気 で タバ コ をの んで い るの は、 日本の医 者

くらい な もの だ。 患 者 を前 に して タバ コをの み なが ら予

診 を とっ た り、 タバ コ を くわ え なが ら病 院 の廊.ド を歩 い

て い るよ うな医 者 は、 医 者 と して の 資格 が ない,、や がて

ホ リ ク リも始 ま る だ ろ うが 、 ど うして も タバ コ をや め ら

れ ない な ら、 せ めて病 院 の な か、 患 者 の前 だ けで もの ん

で はい け ない。 患 者 の な か に は 、 タバ コの煙 を極 度 に嫌

う人が 少 な くな い。 普段 タバ コ をの んで いて さえ、病 気

に なる と タバ コの 煙 が嫌 だ と い う人が い る。具 合 の悪 い

患 者 の 心理 は 、複 雑 に して微 妙 で あ る こ と を忘 れて は な

ら ない。 まだ 、 タバ コの煙 で 狭 心症 の 発作 を起 こす例 だ

って あ る。病'院 に は どん な患 者 がい るか わ か らないのだ。

この こ と は医者 だ けで な く、看 護 婦 ・技 師 ・事 務 職llそ

の 他病 院 関 係 者の す べ て が注 意 しな け れ ばな ら ない 点で

あ る,、受 付 で あ れ、 どん な係 で あ ろ うと、 患 者 と接 す る

場 にお いて は タバ コ をの んで は い け な い、

タバ コの みの 手 は 臭 い,、手だ けで な く全身 か ら発散 す

るニ オ イは い や な もの た、、心 まで も け がれ て い るよ うに

思 える こ とが あ る,、そ れ は と もか く、 胃の 内観鏡 検査で、

この タバ コ臭 い 手 が患者 の 鼻 先 に 当る場 合 、 タバ コ嫌 い

な患者 な ら、 い か に不快 な思 い をす る か 考えて み る と よ

い 。 私 が教室 員 に タバ コ を禁 じた の も 、患 者 に対 す る こ

の よ うな ち ょっ と した 思 いや り、繊 細 な心遣 いが臨 床 医

に とって 大事で あ る こと を知 って も らい た い からで ある.,
"医 学生 の 自覚 に

っ い て"な ど とい う気負 った 話 をす る

気は も と よ りな か った 。 こ うい った 話 は とか く印 象 に残

ら ない か らで あ る,、そ の か わ り"タ バ コ をやめ よ"と い

う具 体 的 な 話 を ・つ だ け した,自 覚 とは 小 さ な心 が けか

ら始 ま る もの なの で あ る、,

(内 科 学 第 三講座 孝文授)
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本 院 の組 織 及 び主 なス タ ッフは ド図 の とお りで あ る。
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本 院 にお け る医 療 従 事者 等 は 、51年 度定 員 で 医 師108

人 、歯 科 医 師3人 、 薬 剤師10人 、放 射線 技 師8人 、検 査

技 師10人 、看 護 職 員155人 、 事 務職 員 等85人 の 計379人

を数 え る。 決 して十 分 なス タ ッフ と はい えな い が、将 来

逐 次拡 充 して い く予 定 で あ る。

附 属 病 院 の建物 は 、12月 現 在 、 建 面積7,323㎡ 、延 面

積35,257㎡ で あ り、その 敷地 は、 大 学 全体231,604㎡ の

う ち47,698㎡ を占 め る。建物 は、 ・応 、玄 関棟(鉄 筋 コ

ン クリー ト3階 建)、 外 来診 療 棟(鉄 骨 鉄筋 コ ン ク リー ト

3階 建)、 チ丙看東(金失骨 金失筋 コ ン ク リー ト上也L12階 土也F1階

建)、 中 央診 療棟A(鉄 筋 コ ン ク リー ト3階 建)及 び中 央

病床 数 は、 開院 当初 は327床 で あ り、 診療 科 別 内訳 は 、 診療 棟B(鉄 筋 コ ンク リー ト3階 建)の5棟 に分 か れて お

次 の と お りで あ る。
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327床

完 成 時 に は600床 のf定 で あ り、道北 ・道 東 一 の規 模

とな り、 文字 通 り地域 医 療 の 中軸 と な る。

大学 設 置 基準 か らい うと、 学 生定 員100人(1学 年 当

た り)に 対 す る附 属 病 院の 病 床数 は800床 以 上 とい うこ

と にな って い るが 、600床 を越 える部 分 につ いて は 、学

生 の教 育 条 件 を十分 に備 え た関連 教 育 病 院の 病 床 数 を も

って 充 て る こ とがで き るこ と に なって い る。

本学 で は、 全国 で は じめ ての 関連 教 育 病院 制 度 を と り

い れ るこ と に なっ て お り、豊 富 な症 例 に接 す る こ と に よ

り、幅 広 い臨 床経 験 、 密 度の 濃 い臨 床 教 育 が期 待 され て

い る。

り、 そ れぞ れ機 能 的 に配 置 され て い る。

環 境 整 備 には まだ 行 き届 かな い面 が あ る が、 今後 患 者

が落 ち着 け る雰 囲 気 づ く りに力 を入 れ るr定 で あ る。

また 、附 属病 院 の 関連 建 物 と して、 夜 勤体 制 を とる看

護 職 員 の ため の宿 舎(2,557㎡ 、鉄 筋 コンクリー ト5階 建 、

エ レベ ー ター 付 き)が 設 け られ て い る。現 在の 収 容 人d1

は80入(個 室80室)で 、 全室 暖 房完 備 、 ベ ッ ト ・キ チ ネ

ノト付 きで あ る。 集 会 室 、 和室(茶 室 兼用/も 設 け られ

て い る。
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⇒
O

駐 車

外来診療棟

病[

臨床講義棟

中央診療棟A

玄関棟

看護婦宿舎

1鱗 棟B

高エネルギー施設

隔 工中〕

＼

特 徴 あ る主 な施 設 、設 備 と して は、次 の よ うな もの が

あげ られ よ う。

▲ 防 災セ ン ター

火災 受信 盤 、 防 災連 動 制御 盤 、 消火 設 備 受信 機 、 エ

レベー ター監 視盤 等 を備 え、各 種 装 置の 集 中的 中 央監

視 シ ステ ム を と って い る。患 者 を収 容 す る病院 と して

は 、 その 安 全 を確 保す るた め、 必 要 欠 くべ か ら ぎる施

設 で あ り、将 来 は 、 テ レ ビに よ るモ ニ タ リ ング を予 定

して い る。

講

▲ 段 差 の な いア プ ロー チ

附属 病 院 正 面 玄関 は2階 にあ るが、 病 院正 門 か らの

歩 道 は ゆ るや か な スロ ー プ に なっ てお り、階段 等の 段

差 は 設 けて い な い。 これ は、 患者 、 特 に身体 障害 者 に

対 す る きめ細 か い配 慮で あ り、大 変 喜 ば れて い る。 ま

た冬期 問 は、 歩道 をロ ー ドヒー トす る こと に よ り、 ス

リソプ に よ る不慮 の 事 故 を防 い で い る。

▲ ゆ と りの あ る玄 関 ホ ー ル

玄関 ホ ール は 、3階 まで吹 抜 け、周 囲 は すべ て ガ ラ

ス張 りに し、 自然採 光 に特段 の配 慮 を尽 く して い る。

その 広 さは 、約450㎡ の 余 裕 を も た して お り、何 か に

つ けふ さ ぎ込 み勝 ちな患 者 の 気持 が、少 しで も晴 れ や

か に な るよ う、 明 るい ゆ と りの あ る雰 囲 気 づ く りに役

立 って い る。

▲ 患 者の 憩 いの場 ・デ ィル ー ム

病 棟各 階 にデ ィル ー ム(dayroom)を 設 けて いる。

こ こで は 、 見舞 客 との 面 会 や 、 食事 を と りなが ら雑 談

を楽 しん だ り、 患 者 の憩 いの場 と なっ て い る。 デ ィル

ー ム(dayroom)は その 名の通 り、 南 向 きで 、一 「1

中陽 の 当 た る健 康 回復 の場 で もあ る。

▲ 気送 管 ・ボ ック ス コ ンベ ア

書類 、 薬 、医 療 材料 等 をい ちい ち持 ち歩 く時 間 的 ロ

スを解消 す るた め 、病 院 に≪.気 送 管 及び ボ ック ス コ

ンベ アの 設備 を設 けて い る。 これ は、 各 診療 科 、中 央

診療 施 設 、 ナ ー ス ステ ー シ ョン等 の各 部 署 を 連 結 し 、

迅 速 な搬 送 に極 めて 重 要な機 能 を発揮 して い る。
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▲ カ1レテ の 集中 管理

こ れ までの 多くの病 院 で は 、 カ ルテ(診 療 記録)は

各診 療 科 で別 々 に∫1『理 して い る が、 本学 附属 病 院 で は

中 央診 療li己録 室 を1没け 、 コ ンビL一 ター によ る中4

中管 理 を行 っ て い る その 装置 は シ ステマ トリー ブ を

f・/三・,て一才∫り、f多己/11ゾ)ll丈5～弄倉1…ノコ1よ25,000/k7/ゴ ひ歩)り、 患

Yが 増 える に従 って 、 更 に収 容 能 力 を増 大 して い く 」㌦

定 て㍉ちる,

む 　 ウ～

▲ 用 途 別 〔レベ ー タ ー

現/臼.レ ベ ー ダ ー-8台 を擁 し 、 そ れ ぞ れ 用 途 を 決 め

て 効 卜泊勺に遜{転iし で い る そ.「)内1i尺は 、 一・般 ・患 者 け」

3、 身f仁F～葦'、};'者1}ll、 内己II簿月12、4ヒ?舌 珪12と な 一♪て'い

る 身イ乍障'llf者 用.[レ ベ ー タ ー に は 、}す り 、 ミ ラ ー

を 備 え 付 け 、 利 便 を は か っ て い る 、

な お 、 二れ らの 決 め ら れ た 用 途1'J,4{一に 使 用 引る こ と

は 、 病 院 運 営,.を き た す の で 、 宇 内 者 は 自 ら範 を

示 し こい た た く よ)お 「頼い し ま す 、

▲ 中 央 集 塵 装 置

病 院 の 各廊 ド、部 屋 等 の 要所 要所 に掃 除機 の ホ ー ス

を接 続 ナる イ ン レ ノト弁 が あ り、掃 除 機 に吸 収 され た

AILI仁、一ケノくて'士也 ドIF皆 び)ID央 集1土夏ぞ幾看幾幸戒室:こ集「戸し、

・括 処 理 され る シ ス テム に な って い る.院 内の 清掃 業

務 に 大 きな 力 を発揮 して お り、衛 生保 持 の うえで 、 欠

かせぬ 装 置で あ る,、

な お、 本院 で は 、院 内 の 清潔 さ を保っ た め 、職 員 、

学 生 誘 、 ド履 厳 禁 と して い る。 あ らた めて 協 力 をお 願

し》します一,

木学附 属 病 院 は 、 こ う して11月1[待 望の 開 院 を迎 え

た わ けで あ るが 、施 設 、 設備 、 人員 等 か らい って 、 全体

計画 の 実現 は これ か らで あ る、、

今後 の 整備 計 画 のLな もの は、次 の よ うに なっている。

▲ 脳 神 経 外科 の 診り奈科 を増設 し、よ り総 合rl勺な病 院 を目

指 す

▲ 病床 数 を600床 に増 床 し、 名実 と もに地域 医療 の 中 心

とな る,

▲ 現 在施iの 高 エ ネル ギ ー施 設 〔鉄 筋 コ ン ク リー ト1

階 、面 積約500㎡)お よびR・ ・1病棟 〔中 央 診 療 棟AI

F皆1,192m1は 、52年1月 に竣1:、X線 治 療室 、=」バル

ト治 療 室 及び ラ イナ ノク治 療 竃 を設 け、R・liiidffに 欠

くこ との で きな い施 設 と なる

▲ 看 護 婦 宿 舎 を 増 築 し{f問 室50室 、52年3月 竣1二 」、定/、

看 、i極耳哉員 の 舛又～～≦ンk員 を80人 か ら130人 に土曽員 して 、 イ㌃

護 月哉員 の 一層 ノ)便'F層ゴを[Lxiる

▲ 将 来 は 、 特 殊li参療 施,1知ICUqntensiveCareUnitI
、

CCU〔CoronanyCareUnit!、 リ ハ ヒ リ部 門 、 人 に

透 析 部 門 、 電 算 機 室)を 設 置 し 、 待 殊 診 療 体 制 の 充 実

を[」xlる 了与定 で あ る.

▲ 病 院 に 欠 くこ とので き ない ハ ラ メデ イカ1レP'-ii}hkの

た め 、 査護 学 校 、 放射線 技 師学 率交、 検ft.技 川1学校 及 こド

助 産婦 学 校 警 の 止」,i修学 校 を設嵩iし、医 療 体 制 を ・層充

実 させて い く)""び あ る.、

〔庶 務uH

壁 研1'・ 究 選 室 ヨ 紹.・ 介 ・

・■ 薬 理 学 溝座 ■ 安 孫 子 保

当教室 の 中 心 的 な研究 テ ーマ は 狭 心症 治療 薬 の作1}3

序 の 解 明で ある「 この研 究 は市 原(和)、 市原(美)両

助 手 な らび に安孫 子 が担 当 して い る,,教 室 の 発足 以釆3

年 の 間 に4篇 の 原 箸 論文 を国 際 誌 に発 表 した 我 々は こ

の 方 面 に おけ る研 究 の リー ダー で あ る こ と を 自認 して い

る.教 室 の 研 究 テ ーマi+Vdこの ほ か い くつ か あ る,① 新強

心 物 質 に 関す る研 究:ハ ワ イ近 海 に住 む イソギ ンチ ャ7

か ら とれ た新 しい ホ リヘ フチ ドに強 心 作 用 が あ る こと が

発 見 され 、 泉助 教 授 が この 研 究 に着 手 してい る=研 究 は

ハ ワ イノく学医 学 部柴 田教 授 と協同 の 形 で 行 わ れ て お り、

その 成 果は国 際誌 に 発 表 され て い る.② 心室 筋 の 厚 み変

化の 連 続 記録 装 置:安 孫f一が秋 田 大学 電 子 一L.学科 の奥 山

教授 と東北 大 学 の 田 中博 士 と 協同 開発 中 で あ り、 この ぽ

ど試 作 品 が完 成 した。 循環 系 の 生理 ・薬 理 の研 究 に役 凱

っ で あ ろ う、,③心 機 能 と血 中 サイクリックAMPに 関 す る

研 究:北 大薬 学 部 の宇 井 教 授 と協同 研 究 を して お り、 市

原(和)、 市 原/美)、 安孫 子 が この研 究 を担 当 して い る,

G

、



④ 砒 素 中毒 に 関す る研 究:研 究 生 の歯 科 医 麻 生 先生 が こ

の研究 に 従 鳴 して い る。 歯 科 で は 今 も って 砒 素 が用 い ら

れて い るの で 、 歯 に埋 め られ た 砒 素 が 人体 に どん な影響

をxよ ぽす の か を知 る こ とは 重 要で あ る。 この 研 究 を 許

伝 うた め に北 海道 薬科 大学 々生 の1頼戸 谷、桑 原 嬢 が学 校

の休 み の 問だ け 来 て お り、 研 究 室 に 花 を添 え て い る 。

「朝 巴満 に関 す る研究:研 究 生 の西 田博 士 と市 原(美)が 動

物 施 設の 方々の 御 協 力を得 て この 研 究 に従事 し て い る。

現 代医 学 は 肥満 に対 して 真 面 目 に と り くむ必 要 が あ る と

痛 感 させ られて い る,、

以Lが 現 在の研 究 テ ー マ で あ る が、'11教 室 の 活 動の 原

動 力は何 と言 って も横 山 技 官の 活 躍 に あ る。 彼 の す ば ら

しい 人柄 と努 力が あ って は じめて 今 日の薬 理 学 教室 があ

る,,ま た 、学 生 の松 尾 君 が 我 々の 研究 陣 に 入 って 活躍.し

て い る こと は頼 も しい 限 りで あ る。

当教室 のモ ッ トーは"好 き な研究 を好 き なだ けや れ"

とい う ことで あ る,,こ れ を実 現 させ るの は経 済 的 に困難

だ が、 目 ドその よ うな 方 向 に進 む べ く努 力 して い る,、こ

の よ)に 楽 し く研 究 し、 田:界的 な レベ ルの 成 果 を あ げ 、

そ れが 世の た め 人の た め に な る こ とを願 って い るの が 当

教 室 の 目標 で あ る,,

(薬 理学 講 座 教 授)

規程の制定および改正について

1.屋 外 体育 施 設使 用 規 程 の 制定

屋 外体 育施 設使 用 規程 が、昭 和51年9月8日 付 けで 制

定 され 、屋 外体 育施 設の 使tl1に 関す る用途 、 使 用 資 格 、

使 用時 間 、使 ≪1手続 等 が定 め られ ま した 。

今後 、 本学で 屋 外 体育 施 設 を使 用す る際 は 、 この規 程

に よる こ と とな り ま した。

2.研 究 生規 程 の 一 部改 正

「匡位 の 学 校 に おけ る授 業 料 そ の他 の 費 用 に 関す る 省

令 の ・部 を改IEす る省令 」(昭 和51年 文 部省 令 第11号)

の 公布 ・施 行に よ り、授 業 料 の 額 が 改iEさ れ た こ とに伴

い 、研究 生 につ いて も授 業 料の 額 が 改 め られ ま した。

(庶 務 課)

旭川医科大学屋外体育施設使用規程

(趣 旨)

第1条 この 規程 は 、 旭 川医 科 大 学(以 下 「本学Jと い

う。)の 屋 外体 育 施 設の 使 用 にっ いて 必 要 な事 項 を定

め る,,

〔定 義)

第2条 この 規程 にお い て屋 外 体 育施 設 とは 、次 の 各 号

に掲 げ る もの を い う,,

一 陸 ヒ競 技場(サ ッカ ー ・ラ グビ ー場 を含 む。)

:野 球場

テ ニ ス コー ト

〔用 途)

第3条 屋外体育施 設は、次の 各号に掲 げ る用途 に使用す る。

・ 体育 授 業

二 学 生の 課 外 体育 活 動
一こ 職 員の 体育 活 動

四 本学 の 行 事

五 その 他 学 生 及 び職 員の 教育 研 究 及び福 利厚 生 に と

って必 要 と認 め ら れ る もの。

(f吏用 資雫各)

第4条 屋 外 体育 施 設 を使 用 で きる 者は 、 本 学 の 学 生 、

職 員その 他 学 長 が 特 に許 可 した者 とす る、,

(使 用で き る時 間)

第5条 屋 外 体 育施 設 を使 用 で きる時 間は 、体 育 授業 に

よ り使 用す る時 間 を除 き、 午 前8時30分 か ら 午後7時

まで とす る。 た だ し、 学 長 が 特 に必 要 と認 め た場 合は、

この限 りで な い。

2前 項 本文 の 規 定 に かか わ らず 、体 育 団 体 が ク ラブ活

動 と して 屋 外 体育 施 設 を使 用 す る と き は 、 午 後5時

〔上曜 日 にあ っ て は午 後2時)か ら午後7時 まで とす る。

(で吏用 手続)

第6条 屋 外 体育 施 設 を使 用 しよ うとす る者 は 、 原則 と

して 、使 用 しよ うとす る 口の3日 前 まで に、 別 に定 め

る使 用願 を学 生 課 に提 出 し、学 長の 許 可 を受 け な け れ

ば な らな い。

2前 項 の 規 定 に か か わ らず 、 体育lrl体 が ク ラブ 活動 と

して屋 外 体 育施 設 を使 用 しよ うとす る場 合は 、 学期 の

始 め に 、 その 期 間の 屋 外 体育 施 設使 用 計 画 書 を学 生 課

に提 出 し、 学 長の 許 可 を受 け な けれ ば な ら ない 。

3昼 休 み 時 間の 使 用は 、 自由 とす る。

(違 守 事 項)

第7条 屋 外 体育 施 設 を使 用す る者(以 ド 「使 用 者」 と

い う。)は 、次 の 各 号 に掲 げ る事 項 を遵 守 し なけ れ ば

な らない 。

一 設備
、備 品等 を破 損 又 は滅 失 しな い こ と。

二 使 用時 間 を守 るこ と。

三 許 可 された 目的 以外 の使 用 及 び転 貸 は しないこど,

四 使 用 中 止の と きは 、速 や か に届 け 出 る こ と。

五 各施 設 に適 した運 動靴 をは くこ と。

六 車 両 の乗 り入れ 等 、施 設 を損 傷 す る 行為 は しない

こと。

七 使 用 前後 は、 常 に施 設の 整 備 を 行 うこ と。

八 同 一施 設 を共 同 で 使 用 す る場 合 は 、 体育 活 動 に よ

る相互 の 危 険 防止 に努 め るこ と。

九 屋 外 体 育施 設管 理 担 当者 及 び警 備 員 の指 示 に従 〉

こと。

(体 育 用 具の 貸 出 し)

第8条 屋 外 体育 施 設 に お いて 使 用 す るため の 体育 用 具

の 貸 出 しを希望 す る者 は 、 別 に定 め る とこ ろ に よ り、

必 要な 手続 き をと ら な けれ ば な ら ない 。

(許 可 の取 消 し)

第9条 屋 外体 育施 設の 使 用 を許 可 した後 、 本学 の 行 事

等 の ため 屋外 体 育施 設 を使 用 す る必 要 が生 じた場 合は、

学 長 は、す で に与 えた 使 用許 可 を取 り消す こ とがで きる。
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(罰 則)

第10条 第7条 の規 定 に違 反 した場 合 は 、使 用許 可 を取

り消 し、 又は 以後 の 使 用 を許 可 し ない こ とが あ る。

(手員害'賠f賞)

第11条 使 用者 が 、施 設 な どを損 傷 又は滅 失 し た場 合 は

そ の損害 を賠 償 しな けれ ば な ら ない 。 た だ し、事 情 に

よ って は その 額 を減 免 す るこ と が あ る。

(雑 則)

第12条 この規 程 に 定め る ものの ほ か、屋 外体 育施 設 の

管 理運 営 に 関 し必 要 な事 項 は 、学 長 が 別 に定 め る。

附 則

この 規程 は、 昭和51年9月8日 か ら施 行 す る。 ただ し、

屋 外体 育施 設の う ち野球場 及 び テ ニ ス コー トにつ いては、

施 設の 完 成の 日か ら施 行 す る。

旭 川 医科 大 学研 究 生規 程 の一 部 を改 正 す る規 程

旭 川 医科 大 学研 究 生規 程(昭 和50年10月22口 旭 医 大達

第19号)の 一 部 を次 の よ うに改 正 す る。

第8条 第1項 中 「2,400円 」 を 「6,000円 」 に改め る。

附 則

この 規程 は、昭 和51年10月1日 か ら施 行 す る。

■

※※※※※※※※※※※寮※※※※残※※※※※残※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※藻碧

のほどは古代中国の人に聞くか、更に深い研究が必要で

葱 脅

福 山 裕.二

▲ 病 気 とは 何 だ ろ うか。 広 辞苑 を ひ いて み ると、病 気 と

は生物 の 全身 また は 一部 分 に生理 状 態 の異 常 を きた し、

正常 の 機能 が 営め な くな る現 象 だ と書 いて あ る。 それで

は疾 病 と ど う違 うの だ ろ うか,,再 び 、広 辞苑 をみてみる。

疾 病 とは身 体 の 諸機 能 の障 害 とあ る。 だ とす る と、病 気

と疾 病 は違 うよ うだ 。疾 病 には 必 ず しも原 因 と して 生理

状 態 の異 常 がな くて もよ い わ けで あ る。 例 えば 、昔 、 戦

場 で 矢傷 を負 っ た場 合 、 そ れ が直接 に生 理状 態 に異 常 を

もた らす わ けで な いの で 、 これ は病 気で な くて疾 病 とい

うこ とに な る。現 在で は 、病 気 と疾 病 の 区 別 は 明 らかで

は な いが 、古 代の 中 国 で は 明 らか に 区別 され て いた 。

▲ 疾 病 の疾 は 立 って い る人(大)に 矢 が ささ った姿 を示 し、

外傷 の 意で ある。 病 は 床 に 人 が臥 した姿(病 垂 れ)と 丙 の

組 み合 わせ か ら成 って い る。 丙 は か ま どの 象形 で あって

熱 い こ とを示 し、病 は 熱病 を意味 す る。 しか し、 病 の意

味 は熱病 の 苦痛 か ら生 理状 熊 の 異 常 に よ る苦痛 に移 って

い った よ うで あ る。

▲苦 痛 の苦 は に が い草 で あ る。 舌 を刺 す よ うな草で あ る。

古 は針で 口 を刺 す よ うな感 じで あ って、 古 い 食物 は 変敗

して舌 を刺 す ので 、 古 は古 い意昧 に 使 われ るよ うにな っ

た、 苦 は また刺 す よ うな痛 みや 苦 しみ に も使 わ れ るよ う

に な った。 痛 は病 乖 れ とlliか ら な る。雨 は 丸 い囲 い で あ

っ て、 木で 造 っ た もの を桶 といい 、 丸 い囲 の 内 を抜 け る

こ と を通 と い う。 痛 は体 の 中 を通 り抜 け る病 的感 覚 で あ

って、 心筋硬 塞 に お け る肩へ の 放 散痛 の よ うな激 痛 を い

うわ けで あ る。 す な わ ち、苦 痛 とは刺 す よ うな痛 み や苦

しみ と身 体 を通 り抜 け るよ うな激 しい痛 み や苦 しみ を 総

称 した もの とい え る。

▲ 尤 も ら しいお しゃべ り を した よ うで あ る が、 この 真偽

あ ろ う。 しか し、 我 々 が使 って い る 日 本語 の意味 も必ず

しも正確 には つ か めて い ない よ うに思 う。 日常 生 活 に お

いて 、 言葉 の 意味 に 少 しで も疑 問 を感 じた ら、 必ず 大 き

な辞 書を ひ く習慣 をっ けた い 。 そ れ も、一 冊 で は な く.一.

三冊 の辞 書 をみ る よ うに心掛 け た い もので あ る。

(公 衆衛 生 学講 座 教授1

飛
疾

簡丙・琶

病 苦

甫蟻
痛

なお窓 外カ ノトは北 海道新聞掲載の もの

ト旨
口

去 る昭 和51年12目171/〔 金)本 学 講師 戸 松良

氏 が急 逝 され ま した。

こ こに謹 しん で 哀悼 の 意 を表 します 、

DII氏は昭 和43年3月 に北 海道 大 学 文学 部 大学 院

修 士 課程 を修 了 し、同 年4月 、 その教 育 的情 熱 と

高 い識 見 を生 か し札 幌 商 科 大学 に奉職 されま した。

その後 、本 掌 の創 設 準 備 が本 格 化 した昭 和48年

4月 には 本学 創 設準 備 室 に勤 務 され 、 本学 創 設 に

1.力 され ま した,か か る 多忙 な中 にあ って も同氏

の 研鎖 へ の 意 欲 は活 発 で 、昭 和50年5月 か ら昭 和

51年iB7日 にわ た って ア メ リカ 合衆国 工 一 ル大

州 凱カ リフ ィル ニ ア大 学 等で 研 修 し、帰国 後

も授 業は勿 論 、 ク ラス担 任 代理 やサ ー クル顧 問 を

務 め 、熱 心 に学 生 諸 君の 指 導 に あ たっ て い たの は

周 知 の通 りで す 。

同 氏 の 葬儀 は 、12月21日(火)乍 後2時 か ら札幌111

内の 中 央 寺で 執 り行 わ れ ま した が 、誠 実 で性 格f'1

満 で あ った同 氏 の遺 徳 を偲 び、 御冥 福 を祈 念す る

本学 学 生 ・職 員 多数 が 参列 し ま した。

e」f"u果)
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